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使える「患者役」になろう！
教員や学生が「患者役」になる意義をあらためて考える　　
屋宜譜美子

模擬患者教育の立場からみた患者の演じ方　　福井みどり
【インタビュー】
模擬患者が考える「患者役」の重要性　　 
佐藤睦子／斎藤文江／長谷川 克

段階的技術試験におけるOGナースの  
模擬患者としての活用　　田口恵美子／高口みさき

【対談】ロールプレイとしての「患者役」を再考する　　 
有馬葉子／蓮行
【連載】
だから私はこう書いた　系看著者のフィロソフィー・3　　吉川隆洋
グループワークの “達人 ”への道・5　　三浦真琴
東西南北！　学生募集旅日誌・5　　高塚由紀子
考える力を育てるシンキングツールの活用・8　　黒上晴夫
笑いの伝道師　Wマコトのコミュニケーション革命！・11　　Wマコト
宮子あずさのエキサイティングWriting・23　　宮子あずさ
“医療安全力 ”を育むリスクアセスメントトレーニング・31 　 　
斉藤奈緒美／石川雅彦

●特集を組んでおいてなんですが，病態
関連図には特に興味をもっていませんで
した。というよりも，取材先である先生
とお話をしていてこの言葉を聞くまで
は，実際には見たこともありませんでし
た… …。その際，学生が書いた図をいく
つか見せていただきましたが，その書き
方があまりにバラバラ（バラエティに富
んでいる，というのとは違う）なことに
気づき，これは基本的に“楽しく”書いて
ないなと思ったのが，今回の特集のきっ
かけです。●「情報を整理して図にまと
める」というのは，能動的な学び，つま
りアクティブラーニングです。ただの読
み書きよりは楽しいはずですが，「やら
され」感があっては，頭をアクティブに
することはできません。先生方には，学
生が「自分でする」ことを楽しめるような
工夫をお願いします。そうすれば，得た
知識は学生のなかにより定着するはずで
す。 ……大野
●看護管理学会のランチョンセミナー
（ニプロ主催）にて，Wマコトさんのス
テージを拝見し，あまつさえ舞台に上が
らせていただきました。お 2人のプレ
ゼンテーションはまさに笑いの百戦錬
磨。テーマである「良いプレゼンテーショ
ン」そのままのステージでした。うれし
いことに，小誌をご覧になって興味をも
たれたというお声もありました。皆さん，
貴校にも呼んでみませんか？●連載とい
えば，前号からスタートしました，「だ
から私はこう書いた　系看著者のフィロ
ソフィー」。1，2回目は基礎看護学の
茂野香おる先生にご登場いただきまし
た。こちらの内容は，できる限り，弊社
SP課が皆さんよりお伺いしている「教
科書への疑問」に応えられるように努め
ています。この教科書のここが知りたい
など，リクエストはいつでも大歓迎です。
双方向な媒体として，小誌をご活用くだ
さいませ。 ……番匠
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論理的に書こう！

さぁ、臨床判断モデル

前号では，論理的に「話す（聞く）」ことを取り上げました。今回はそれ
を「書く（読む）」という視点から再考します。引き続き，「論理的に考
える」のではなく「考えた後で論理的に整理して話す（書く）」のだとい
うことを念頭においていただきたいと思います。
「話す」ことに比べれば，「書く」ことに関して教員はまがりなりにも学
びの経験を積んで来ています。また，上記のように「考えた後で論理
的に整理する」ための時間は，「話す」より「書く」ほうが，たいていの
場合は多く取ることができます。それでも「論理的に書く」のが苦手と
いう人は少なくありません。これは，「論理的」という言葉の理解と，
効果的なトレーニングの不足が原因の 1つではないでしょうか。
今回の特集は，「論理的に書く」前に「なぜそうするのか」「どんなとき
そうするのか」という自問が大事であること，および「書く」というの
はコミュニケーションの手段であること，それぞれを再確認すること
から始まります。それらをふまえ，相手に何をどう伝えたらいいかを
念頭において，論理的に考えを整理して執筆することの重要性を説き
ます。それから，看護教員ができる「論理的に書く」ためのトレーニン
グを，パラグラフ構造やアウトラインを用いたり，短い文から始めた
りというように具体的に紹介していきます。
教員自身が「論理的に書く」ことの意味を理解できれば，伝えたいこと
を伝えたい人により明快に伝えられるようになります。そして，その
姿勢が学生に伝われば，きっと学生も「論理的に書く」ことに興味を
もってくれるでしょう。そうなることを願っています。

■「論理的に書くにはどうしよう」と問う前に，
まず問うべきこと …………………戸田山和久

■【対談】看護教員が学べる論理的な書き方 ……  
 ……………………戸田山和久／高口みさき

■論理的に書くための 3つのヒント …………  
 ………………………………………福澤一𠮷

■小さな文章で，まず練習しよう！─《2つ
の世界》を書き分ける ……………佐渡島紗織

【2016年 7月号（Vol.57 No.7）】

論理的に話そう！
【2016年 6月号（Vol.57 No.6）】

看護過程再再考
【2016年 5月号（Vol.57 No.5）】

「気持ちのいい」ケアを		
教えよう！

【2016年 4月号（Vol.57 No.4）】

あなたの「見方」に現象学を
【2016年 3月号（Vol.57 No.3）】

カリキュラムを
「拡張」しよう！

【2016年 2月号（Vol.57 No.2）】

看護観の伝承

【増大号】1部定価 2,200円

本誌 56巻 7号「看護過程再考」にて，タナー氏が構築した，
臨床現場で看護師がどのように考えているかを表した，「臨
床判断モデル」をはじめて紹介しました。
多くの先生から，確かに実践者はこのように考えていると
いう反響をいただいた一方で，これはエキスパートの思考
であり，基礎教育に取り入れるのは難しいとの反応もあり
ました。
しかし，実際に，米国オレゴン州においては，このモデル
のもと，声かけや事例設定などの日々の教育から，カリキュ
ラム全体の構築，教育施設としての病院との連携など，大
きな教育改革が実現しました。結果，卒業時に確かに臨床
判断力が向上した，というデータが出ています。
日本でも，「臨床判断モデル」を導入することにより，基礎
教育の段階から，学生が実践的に考える訓練を積むことが
いっそう可能となります。学生の実践力向上のため，ぜひ
この特集が，皆さんの基礎教育変革の手助けとなることを
願っています。

■クリスティーン・タナー先生講演録より─
臨床判断モデルの概要と，その活用につ
いて……………………監訳：松谷美和子
■臨床判断モデルを基礎看護教育で用いる
アイデアとシステム…………三浦友理子
■臨床判断力開発のための「思考発話」 ……
……………………………………池田葉子

■「臨床判断モデル」に基づいた学習内容と
評価について─コンセプトを基盤にした
学習（Concept-based learning activities）
とラサター臨床判断ルーブリック評価
（Lasater Clinical Judgment Rubric） …
……… 喜吉テオ紘子／ Ann Nielsen／
Kathie Lasater

■オレゴン看護教育コンソーシアム
（OCNE）とコンピテンシーを基盤とした
カリキュラムの構築 ………………奥裕美

第 2特集
看護学生論文　入選エッセイ・論文の発表
■学生部門
【講評】
心の成長への学びと職業人への道程　柳田邦男
捨てる勇気　宮子あずさ
【柳田邦男賞】
負の感情からの気づき　門脇詩織
看護って，愛だと思うのです。　本間陵太
【宮子あずさ賞】
彼　原のぞみ	 他入選作 7本
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